
古紙配合率７５％再生紙を使用しています

〒１６６―８５７０杉並区阿佐谷南１―１５―１

ホームページhttp://www.city.suginami.tokyo.jp/ 平成１１年

区では、平成５年５月に「杉並区保健・福祉計画」

を策定し、保健・福祉施策の充実に努めてきまし

た。

「保健・福祉計画」は、児童や高齢者をはじめ、

すべての区民を対象とし、区の地域福祉をすすめる

ための総合的な計画となるものです。

また、高齢者の介護が社会的な問題となる中で、

介護を社会全体で支えるしくみとして介護保険制度

が１２年４月から始まります。

この制度を円滑に実施するために、区が策定する

のが「杉並区介護保険事業計画」です。

従来の高齢者施策の多くが介護保険によって提供

されるサービスとして位置づけられることになり、

「介護保険事業計画」の策定と併せ、「保健・福祉

計画」の改定を進めています。

特 集
保健・福祉計画
介護保険事業計画
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２
面
に
も
ご
記
入
く
だ
さ
い

１１
月
１０
日
ま
で
に
投
か
ん
し
て
く
だ
さ
い
。
切
手
は
不
要
で
す
。

素案ができました
�だれもが住みなれた地域で健康に、安心し
て暮らしていける杉並区を築くために��

平成１２年度～１６年度の「保健・福祉計画」「介護保険事業計画」
の素案の概要をお知らせします。区民の皆さんのご意見をお聴き
し、より良い計画にしていきたいと考えています。ご意見をお寄せ
ください。

問い合せは、「保健・福祉計画」は厚生部管理課、「介護保険事業計画」は介護支援課へ。

〈保健・福祉計画と介護保険事業計画の位置づけ〉

保健医療計画

地域福祉計画

障害者計画

児童育成計画

老人保健・老人福祉計画

介護保険事業計画

保
健
・
福
祉
計
画

〈発行日〉毎月１日・１１日・２１日／偶数月２０日

１４９０
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現
在
、
区
は
「
保
健
・
福
祉
計
画
」
の
改
定
作
業
を
進
め
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
素
案
の
概
要
を
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

区
民
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
で
き
る
限
り
計
画

に
反
映
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

計計
画画
改改
定定
のの
趣趣
旨旨

区
で
は
、
平
成
５
年
５
月
に

保
健
・
医
療
、
福
祉
に
関
す
る

施
策
を
体
系
化
し
た
「
保
健
・

福
祉
計
画
」
を
策
定
し
、
施
策

の
充
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
間
の
区
を
取

り
巻
く
社
会
経
済
環
境
は
大
き

く
変
化
し
、
少
子
高
齢
化
が
急

速
に
進
ん
で
い
ま
す
。
核
家
族

化
や
女
性
の
社
会
進
出
が
一
層

進
み
、
家
族
に
よ
る
高
齢
者
の

介
護
や
子
ど
も
の
養
育
が
ま
す

ま
す
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。ま

た
、
区
の
財
政
も
長
引
く

景
気
の
停
滞
の
影
響
を
受
け
、

き
わ
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

国
で
は
、
保
健
・
福
祉
に
関

す
る
法
令
や
制
度
の
改
正
も
進

ん
で
い
ま
す
。
特
に
平
成
１２
年

４
月
に
は
、
介
護
保
険
制
度
が

ス
タ
ー
ト
す
る
な
ど
、
社
会
福

祉
は
大
き
な
変
革
期
に
あ
る
と

言
え
ま
す
。

さ
ら
に
、
社
会
福
祉
の
仕
組

み
や
基
盤
を
こ
れ
か
ら
の
福
祉

需
要
の
増
大
・
多
様
化
に
対
応

さ
せ
て
い
く
た
め
の
社
会
福
祉

基
礎
構
造
改
革
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
改
革
の
基
本
と

な
る
考
え
方
は
「
個
人
の
自
立

を
支
援
す
る
利
用
者
本
位
の
制

度
の
確
立
」
で
す
。

そ
の
第
一
は
、
措
置
か
ら
利

用
者
の
選
択
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス

へ
の
転
換
で
す
。
行
政
が
サ
ー

ビ
ス
の
内
容
を
決
定
す
る
措
置

制
度
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
利
用

者
（
区
民
）
が
サ
ー
ビ
ス
提
供

者
と
対
等
な
関
係
で
サ
ー
ビ
ス

を
選
択
す
る
制
度
へ
と
変
わ
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。

第
二
は
、「
地
域
生
活
の
重

視
」で
す
。す
べ
て
の
人
々
が
、

身
近
な
と
こ
ろ
で
保
健
・
医

療
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
、
で
き
る
限
り
住
み
な
れ
た

地
で
、
生
活
し
続
け
ら
れ
る
地

域
福
祉
の
充
実
を
図
ろ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

ま
た
、
地
球
規
模
で
の
環
境

問
題
や
都
市
化
に
と
も
な
う
身

近
な
生
活
条
件
な
ど
、
一
人
ひ

と
り
の
健
康
を
取
り
巻
く
状
況

は
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増
し
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
個
人
や

家
族
レ
ベ
ル
の
自
助
努
力
を
基

本
と
す
る
「
個
人
の
健
康
づ
く

り
」
か
ら
、
行
政
・
民
間
・
区

民
の
協
働
、
と
り
わ
け
区
民
参

加
を
大
切
に
し
て
、
社
会
全
体

で
良
好
な
都
市
基
盤
や
都
市
環

境
を
創
出
し
て
い
こ
う
と
す
る

「
健
康
な
ま
ち
（
都
市
）
づ
く

り
」
と
い
う
考
え
方
へ
の
転
換

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
環
境
の
変
化
に
、

的
確
に
対
応
し
て
い
く
た
め

に
、
こ
の
た
び
「
杉
並
区
保
健

・
福
祉
計
画
」
の
素
案
を
ま
と

め
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
聴
く

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

計計
画画
のの
性性
格格

こ
の
計
画
は
、
現
在
の
保
健

・
福
祉
計
画
の
持
つ
性
格
に
加

え
、
新
た
に
「
障
害
者
計
画
」

及
び
「
児
童
育
成
計
画
」
の
性

格
を
持
た
せ
た
も
の
と
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、「
介
護
保
険
事

業
計
画
」
も
包
含
し
た
計
画
と

し
て
い
ま
す
。

計計
画画
のの
期期
間間

平
成
１２
年
度
か
ら
平
成
１６
年

度
の
五
カ
年
を
計
画
の
期
間
と

し
ま
す
。
計
画
は
三
年
毎
に
見

直
し
を
行
い
、
次
の
五
カ
年
を

計
画
期
間
と
す
る
新
た
な
計
画

を
策
定
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

計計
画画
推推
進進
のの
たた
めめ
にに

計
画
を
推
進
し
て
い
く
た
め

に
、
次
の
四
つ
を
基
本
理
念
に

掲
げ
ま
す
。

１
人
間
性
の
尊
重

２
自
立
の
促
進

３
生
活
の
質
の
向
上

４
自
己
決
定
の
尊
重

ま
た
、
事
業
を
五
つ
の
柱
ご

と
に
ま
と
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事

業
内
容
を
示
し
て
い
ま
す
。
柱

ご
と
の
主
な
事
業
は
、
次
面
の

と
お
り
で
す
。
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「保健・福祉計画素案」は、区役所二階の
区政資料室、図書館、出張所、区民センター、
福祉事務所、保健センターなどで閲覧できま
す。
区政資料室では、一冊４００円で販売してい
ます。（貸出用もあります。）

問い合わせは、厚生部管理課へ。

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんななななななななななななななななななななななななななななななななななのののののののののののののののののののののののののののののののののの健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康をををををををををををををををををををををををををををををををををを確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすするるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたためめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめにににににににににににににににににににににににににににににににににに

生涯を通じた健康づくりを推進していくために、ライフステ
ージに応じた施策を展開します。結核やエイズ等の感染症、環
境公害保健、精神保健福祉といった個別重要課題に適切に対応
していきます。
また、食中毒、感染症の集団・広域発生などに的確に対応で

きる健康危機管理体制を充実します。

★新しく取り組む主な事業
�健康づくりグループのネットワーク推進
�感染症発生時の防疫体制、危機管理
体制の強化
�分煙化の推進

☆今後も拡充する主な事業
�健康情報の提供・相談の充実
�健康づくりの場と機会の確保
�結核に関する正しい知識の啓発
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高齢者がいつまでも住みなれた地域で自立した生活を続ける
ことができるよう、自立支援の基本理念に立って、介護保険サ
ービスだけでなく、要介護状態を予防し、生活の質の向上を図
る施策を総合的に推進します。

★新しく取り組む主な事業
ち ほう

�痴呆性グループホームの整備
�健康学習の充実

☆今後も拡充する主な事業
�デイサービスの充実
�緊急通報システム事業等のサービスの充実
�訪問介護（ホームヘルプサービス）の充実
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だれもが住みなれた地域で必要なサービスを主体的に選択で
きるよう、情報の提供や相談機能を充実させ、利用者保護の仕
組みを整備します。
また、サービスの質の向上、福祉を支える人材の確保・育成

を図ります。さらに、すべての区民が安心して暮らせる福祉の
まちづくり（バリアフリー化）をすすめていきます。

★新しく取り組む主な事業
�適切な苦情処理の仕組みづくり
�自己決定が困難な区民のための権利擁
護と自立支援
�「災害弱者」を支援するネットワーク
システムの構築

☆今後も拡充する主な事業
�情報提供の充実
�福祉人材掘り起こしの推進
�福祉のまちづくり支援事業の整備
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次代を担う子どもたちが、健全な環境のもとで、社会の一員
として尊ばれ、親が子育てに喜びや楽しみが感じられるよう、
子育て支援の推進をはじめ、子どもと家庭に関する施策を推進
します。

★新しく取り組む主な事業
�駅前保育の実施
�ファミリー・サポート・セ
ンター事業の推進
�虐待防止の取り組み強化

☆今後も拡充する主な事業
�乳幼児保育
�延長保育
�中・高校生対象事業の拡充
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障害があっても人として尊重され、「あたり前の生活」がで
きる地域社会づくりを進めるため、障害者が自立した生活を送
れるよう区は支援していきます。就労や社会参加の機会を確保
し、生活の質の向上が図られるよう、区民の皆さんと協働して
福祉社会を築いていきます。

★新しく取り組む主な事業
�重度知的障害者のための生活ホームの整
備・運営支援
�身体障害者ケアホームの整備・運営支援
�自立生活体験施設の確保

☆今後も拡充する主な事業
�重度身体障害者通所施設の整備
�民営通所施設への助成
�障害者雇用支援センターへの支援の充実

�３３ 平成１１（１９９９）年１０月１日（金曜日） １４９０
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策策
定定
にに
ああ
たた
っっ
てて

高
齢
者
実
態
調
査

計
画
の
基
礎
資
料
を
得
る
た

め
に
昨
年
７
月
か
ら
９
月
に
か

け
て
、「
高
齢
者
実
態
調
査
」

を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
調
査
で
は
、
三
種
類
の

調
査
（
高
齢
者
一
般
調
査
、
要

援
護
高
齢
者
調
査
、
施
設
入
所

者
調
査
）
を
行
い
、
区
内
の
高

齢
者
や
介
護
を
必
要
と
す
る
状

態
に
あ
る
方
等
に
、
日
常
生
活

ち
ほ
う

動
作
や
痴
呆
の
状
態
、
介
護
に

関
す
る
意
識
や
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
意
向
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

調
査
の
結
果
は
、「
杉
並
区

介
護
保
険
制
度
の
た
め
の
高
齢

者
実
態
調
査
調
査
結
果
報
告

書
」（
平
成
１１
年
３
月
発
行
、

区
政
情
報
課
に
て
一
部
六
〇
〇

円
で
頒
布
）
に
詳
し
く
載
っ
て

い
ま
す
。

介
護
保
険
事
業
懇
談
会

介
護
保
険
法
で
は
、
事
業
計

画
を
作
成
す
る
時
は
あ
ら
か
じ

め
策
定
委
員
会
な
ど
を
設
置

し
、
被
保
険
者
で
あ
る
区
民
に

意
見
を
聞
く
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

そ
こ
で
区
で
は
、
被
保
険
者

等
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め

「
杉
並
区
介
護
保
険
事
業
懇
談

会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
懇
談

会
は
学
識
経
験
者
、
保
健
・
医

療
関
係
者
、
福
祉
関
係
者
、
被

保
険
者
代
表
、
区
議
会
議
員
、

公
募
に
よ
る
区
民
の
合
計
一
九

名
の
委
員
で
構
成
さ
れ
、
区
の

介
護
保
険
事
業
の
あ
り
方
や
計

画
に
か
か
る
重
要
な
事
項
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

今
年
２
月
、
懇
談
会
か
ら
区

長
に
「
介
護
保
険
事
業
計
画
の

あ
り
方
（
中
間
報
告
）
�
区
民

こ
た

の
期
待
に
応
え
る
介
護
保
険
事

業
の
構
築
を
�
」
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。
介
護
保
険
事
業
計
画

素
案
は
こ
の
中
間
報
告
を
踏
ま

え
て
策
定
し
て
い
ま
す
。

区区
のの
高高
齢齢
化化
等等
のの
現現
状状
とと
計計
画画

期期
間間
にに
おお
けけ
るる
人人
口口
推推
計計
等等

区
の
高
齢
化
等
の
現
状

杉
並
区
に
お
け
る
総
人
口

は
、
昭
和
５０
年
を
ピ
ー
ク
に
減

少
ま
た
は
横
ば
い
傾
向
に
あ
る

の
に
対
し
て
、
６５
歳
以
上
の
高

齢
者
人
口
は
年
々
増
え
続
け
て

い
ま
す
。
平
成
１１
年
１
月
１
日

時
点
の
住
民
基
本
台
帳
に
よ
る

高
齢
者
人
口
は
、
八
万
一
〇
九

三
人
、
総
人
口
に
占
め
る
割
合

は
１６
・
２
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
平
成
１０
年
度
の
「
介

護
保
険
制
度
の
た
め
の
高
齢
者

実
態
調
査
」
実
施
時
点
に
お
け

る
被
保
険
者
の
基
礎
数
値
は
、

第
一
号
被
保
険
者
と
な
る
６５
歳

以
上
の
人
口
が
八
万
五
〇
九

人
、
第
二
号
被
保
険
者
と
な
る

４０
歳
以
上
６５
歳
未
満
の
人
口
が

一
六
万
二
〇
〇
三
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。

高
齢
者
実
態
調
査
の
調
査
結

果
か
ら
推
計
し
た
要
介
護
等
と

認
定
さ
れ
る
第
一
号
被
保
険
者

の
数
は
一
万
一
〇
三
人
で
あ

り
、
６５
歳
以
上
の
人
口
に
対
す

る
割
合
が
１２
・
６
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

基基
本本
理理
念念

高
齢
者
の
自
立
支
援

区
の
介
護
保
険
事
業
の
基
本

理
念
は
、「
高
齢
者
の
自
立
支

援
」
で
す
。

区
の
介
護
保
険
事
業
の
基
本

的
な
政
策
目
標
は
「
寝
た
き
り

な
ど
の
予
防
に
力
を
入
れ
る
と

と
も
に
、
介
護
を
要
す
る
状
態

に
な
っ
て
も
高
齢
者
自
身
の
希

望
が
尊
重
さ
れ
、
そ
の
人
ら
し

い
自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ

う
な
生
活
の
質
の
維
持
・
向
上

を
目
指
し
た
支
援
を
行
っ
て
い

く
こ
と
」
で
す
。

区
は
、「
高
齢
者
の
自
立
支

援
」
を
基
本
理
念
に
お
い
て
、

介
護
保
険
事
業
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

「
杉
並
ら
し
さ
」を

生
か
し
た
介
護
保
険

事
業

被
保
険
者
で
あ
る
区
民
一
人

ひ
と
り
が
、
本
人
に
と
っ
て
最

も
適
し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

杉
並
区
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
基
盤

の
整
備
状
況
を
踏
ま
え
た
上

で
、
杉
並
独
自
の
要
介
護
度
別

サ
ー
ビ
ス
モ
デ
ル
を
作
成
し
、

被
保
険
者
や
居
宅
介
護
支
援
事

業
者
等
に
提
供
し
ま
す
。
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杉
並
区
介
護
保
険
事
業
計
画
は
、
介
護
保
険
の
給
付
対

象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
ご
と
の
見
込
み
量
等
に
つ
い

て
定
め
、
介
護
保
険
の
事
業
費
の
見
込
み
を
明
ら
か
に
す

る
な
ど
、
区
に
お
け
る
介
護
保
険
事
業
運
営
の
も
と
と
な

る
計
画
で
す
。
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事
業
者
と
し
て

●
「
公
」
で
な
け
れ
ば
難
し
い
分
野
に

か
か
わ
っ
て
い
く
こ
と
を
基
本
と

し
、
か
つ
そ
の
程
度
に
つ
い
て
明

ら
か
に
し
て
、
区
民
の
安
心
感
を

高
め
る
。

●
事
業
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
民

間
事
業
者
に
対
す
る
範
と
な
る
よ

う
に
、
良
質
か
つ
効
率
的
な
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
心
が
け
て
い
く
。
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保
険
者
と
し
て

●
被
保
険
者
の
資
格
管
理
、
保
険
料

の
賦
課
・
徴
収
、
要
介
護
認
定
、

保
険
給
付
な
ど
の
事
務
を
的
確
か

つ
効
率
的
に
執
行
す
る
。

●
保
険
財
政
の
均
衡
を
図
り
な
が
ら

制
度
の
安
定
的
運
営
を
す
る
。

●
良
質
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
可
能
な

民
間
事
業
者
等
の
参
入
を
促
進
す

る
。

●
民
間
事
業
者
等
の
競
争
に
よ
る

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
待
つ
だ
け
で

な
く
、
指
導
・
助
言
や
情
報
提
供

な
ど
を
的
確
に
行
い
、
良
質
な
サ

ー
ビ
ス
を
確
保
す
る
こ
と
に
努
め

る
。
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●
自
分
自
身
の
健
康
を
日
ご
ろ
か
ら

適
切
に
管
理
す
る
と
と
も
に
、
健

康
を
損
な
っ
た
場
合
で
も
、
そ
の

悪
化
を
防
ぐ
努
力
を
行
う
。

●
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
領
域
で
の
つ
な

が
り
を
大
切
に
し
、
地
域
に
お
け

る
支
え
合
い
の
基
盤
を
強
く
し
て

い
く
。

●
介
護
保
険
事
業
運
営
に
区
民
の
立

場
か
ら
か
か
わ
り
、
杉
並
区
に
ふ

さ
わ
し
い
介
護
保
険
事
業
を
作
り

出
し
て
い
く
よ
う
に
努
め
る
。

●
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
際
し
、

各
事
業
者
が
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ

ス
を
、
ど
の
よ
う
な
理
念
で
行
っ

て
い
る
か
、
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
供

給
体
制
が
ど
の
程
度
で
あ
る
か
な

ど
の
事
業
者
情
報
を
、
自
ら
積
極

的
に
公
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

●
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
、「
介
護
を
必

要
と
す
る
状
態
に
な
っ
て
も
そ
の

状
態
を
軽
減
す
る
」
視
点
か
ら
行

っ
て
い
く
。
そ
の
た
め
に
、
利
用

者
本
人
と
家
族
、
各
事
業
者
等
が

密
接
な
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

事業者

区民区

以
上
は
、
介
護
保
険
事
業
計
画
の
総
論
で
す
。
次
面
で
は
各
サ
ー

ビ
ス
の
確
保
策
等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

区区
がが
取取
りり
組組
むむ
べべ
きき
課課
題題

１
�
サ
ー
ビ
ス
基
盤
整
備
の
推

進利
用
者
が
必
要
な
時
に
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
を
十
分
に
受
け
ら

れ
る
た
め
に
は
、
十
分
な
サ
ー

ビ
ス
基
盤
が
整
備
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
前
提
で
す
。
こ
の
計
画

で
定
め
ら
れ
た
サ
ー
ビ
ス
確
保

策
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

２
�
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
充

実一
人
ひ
と
り
に
的
確
な
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
は
、

「
本
人
、
家
族
の
相
談
に
応
じ

て
、
個
々
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に

把
握
し
、
総
合
的
、
効
果
的
な

サ
ー
ビ
ス
を
継
続
的
に
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
す
る
活
動
」
�

「
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、

区
と
民
間
事
業
者
で
行
っ
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
区

は
、
区
民
の
生
活
に
責
任
を
持

つ
べ
き
立
場
と
し
て
介
護
保
険

事
業
内
外
の
各
種
施
策
を
総
合

的
か
つ
的
確
に
提
供
し
て
い
く

「
公
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

の
機
能
を
十
分
に
発
揮
し
て
い

き
ま
す
。

３
�
被
保
険
者
の
権
利
の
保
護

区
は
、
法
定
の
苦
情
処
理
、

不
服
申
し
立
て
手
続
き
が
円
滑

に
行
わ
れ
る
よ
う
、
認
定
審
査

会
情
報
、
業
者
情
報
等
の
各
種

資
料
の
情
報
管
理
に
留
意
す
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
被
保
険
者

の
相
談
・
苦
情
等
に
的
確
に
対

応
で
き
る
よ
う
に
、
区
内
外
の

関
係
機
関
と
の
連
携
の
強
化
、

職
員
研
修
の
充
実
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

ま
た
、（
仮
称
）
介
護
保
険

運
営
協
議
会
に
対
す
る
苦
情
事

例
の
報
告
等
を
行
う
こ
と
な
ど

に
よ
り
、
被
保
険
者
の
意
見
を

処
理
体
制
に
反
映
さ
せ
る
取
り

組
み
も
行
い
ま
す
。

４
�
地
域
の
相
互
扶
助
機
能
を

高
め
る
施
策
の
推
進

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
、
い
つ
ま
で
も
家
族
や
友
人

と
と
も
に
暮
ら
し
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
た
め
に
は
、
地
域
の

介
護
力
を
高
め
、
高
齢
者
の
生

活
を
地
域
全
体
で
支
え
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
地
域
の
自

主
グ
ル
ー
プ
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
等

に
対
す
る
活
動
支
援
、
住
宅
の

整
備
や
介
護
保
険
事
業
に
含
ま

れ
な
い
日
常
生
活
を
支
援
す
る

た
め
の
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
趣

味
や
学
習
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、

生
き
が
い
の
充
足
の
た
め
の
条

件
整
備
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

５
�
健
康
の
保
持
増
進

生
涯
に
わ
た
っ
て
健
康
で
生

き
生
き
と
し
た
生
活
を
送
る
た

め
に
は
、
日
頃
か
ら
区
民
自
身

が
自
分
の
健
康
を
管
理
し
、
健

康
的
な
生
活
を
実
践
し
て
い
く

こ
と
が
基
本
で
す
。
ま
た
、
加

齢
等
に
よ
っ
て
心
身
の
機
能
が

低
下
し
て
も
、
そ
の
一
層
の
悪

化
を
防
ぎ
自
立
し
た
日
常
生
活

を
継
続
で
き
る
よ
う
、
区
が
支

援
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

６
�
効
率
的
な
執
行
体
制
の
確

立被
保
険
者
が
真
に
必
要
と
す

る
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
的
確
に
提

供
し
て
い
く
た
め
に
は
、
保
険

事
業
の
安
定
的
な
運
営
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
、「
最
小
の
経

費
で
最
大
の
効
果
」
を
上
げ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
区
の

介
護
保
険
事
業
に
か
か
わ
る
既

存
組
織
の
不
断
の
見
直
し
を
行

う
な
ど
、
効
率
的
な
執
行
体
制

の
確
立
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

�５５ 平成１１（１９９９）年１０月１日（金曜日） １４９０
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２２
、、
介介
護護
保保
険険
のの
事事
業業
費費
のの
見見
込込
みみ

●
各
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
策

▽
訪
問
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
）

今
後
、
一
人
ぐ
ら
し
の
高
齢

者
の
増
加
や
家
族
の
負
担
軽
減

の
必
要
性
な
ど
か
ら
、
深
夜
や

早
朝
に
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
身
体

介
護
型
の
需
要
が
増
え
て
く
る

と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
事
業
の

実
施
に
つ
い
て
事
業
者
に
働
き

か
け
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
区
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
に
対
し
て
、
基
準

該
当
事
業
者
と
し
て
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
で
き
る
よ
う
に
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

▽
訪
問
看
護
・
訪
問
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン

医
師
会
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
事
業
参
入
や
事
業
拡
大
に

つ
い
て
働
き
か
け
を
行
い
ま

す
。

▽
居
宅
療
養
管
理
指
導

医
師
会
、
歯
科
医
師
会
お
よ

び
薬
剤
師
会
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
事
業
参
入
の
働
き
か
け
を

行
い
ま
す
。

▽
通
所
介
護（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

多
様
な
事
業
参
入
を
促
進
す

る
た
め
、
民
間
事
業
者
の
参
入

誘
導
を
一
層
す
す
め
ま
す
。
ま

た
、
区
立
小
・
中
学
校
の
余
裕

教
室
を
活
用
し
た
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
五
カ
所
を
平
成
１１

年
度
と
平
成
１２
年
度
に
整
備
す

る
予
定
で
す
。
今
後
も
、
区
有

施
設
の
利
用
状
況
を
把
握
し
な

が
ら
、
整
備
を
す
す
め
て
い
き

ま
す
。

▽
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

介
護
老
人
保
健
施
設
や
病
院

な
ど
が
事
業
主
体
と
な
る
た

め
、
事
業
主
体
に
対
し
、
事
業

拡
大
や
事
業
実
施
に
つ
い
て
働

き
か
け
を
行
い
ま
す
。

▽
短
期
入
所
生
活
介
護
（
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
）

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
併

設
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る

た
め
、
区
内
に
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
が
建
設
さ
れ
る
場
合
に

は
、
確
実
に
整
備
さ
れ
る
よ
う

に
求
め
て
い
き
ま
す
。

▽
短
期
入
所
療
養
介
護

区
内
や
近
隣
区
市
に
あ
る
介

護
老
人
保
健
施
設
等
へ
個
別
に

働
き
か
け
を
行
い
、
サ
ー
ビ
ス

の
実
施
や
供
給
量
の
拡
大
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

▽
痴
呆
対
応
型
共
同
生
活
介
護

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の

併
設
な
ど
、
整
備
を
す
す
め
て

い
き
ま
す
。

▽
介
護
療
養
型
医
療
施
設

区
内
に
あ
る
療
養
型
病
床
群

や
介
護
力
強
化
病
院
に
対
し
、

介
護
保
険
施
設
と
し
て
の
指
定

に
向
け
て
、
個
別
に
働
き
か
け

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

▽
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
）
・
介
護

老
人
保
健
施
設

都
が
策
定
す
る
支
援
計
画
に

基
づ
き
、
区
内
や
近
隣
区
市
に

施
設
が
建
設
さ
れ
る
場
合
に

は
、
建
設
助
成
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

●
特
別
給
付（
お
む
つ
の
支
給
）

要
介
護
等
認
定
者
で
常
時
お

む
つ
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
に

対
し
、
お
む
つ
を
保
険
給
付
し

ま
す
。

●
主
な
サ
ー
ビ
ス
の
平
成
１２
年

度
供
給
見
込
み

現
時
点
（
１１
年
８
月
）
に
お

け
る
供
給
量
の
見
込
み
は
、
表

１
の
と
お
り
で
す
が
、
今
後
さ

ら
に
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

●
介
護
給
付
等
対
象
サ
ー
ビ
ス

の
種
類
ご
と
の
目
標
量

平
成
１６
年
度
時
点
で
利
用
希

望
率
に
対
す
る
供
給
率
が
１
０

０
％
と
な
る
よ
う
に
、
目
標
量

を
表
１
の
と
お
り
設
定
し
ま
し

た
。こ

の
目
標
量
は
国
の
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
に
基
づ
き
算
出
し
た
も

の
で
、
今
後
、
供
給
見
込
量
や

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
標
準
サ

ー
ビ
ス
事
例
の
変
更
等
に
よ

り
、
目
標
量
の
見
直
し
が
あ
り

得
ま
す
。

保
険
料
算
定
の
基
礎
と
な
る

平
成
１２
年
度
か
ら
平
成
１４
年
度

ま
で
の
事
業
費
の
見
込
み
は
、

表
２
の
と
お
り
で
す
。

こ
の
事
業
費
見
込
み
を

基
に
し
て
、
今
後
さ
ら
に

保
険
料
推
計
を
精
査
し
て

い
き
ま
す
が
、
区
の
第
一

号
被
保
険
者
介
護
保
険
料

基
準
額
は
、
三
二
〇
〇
円

か
ら
三
五
〇
〇
円
程
度
に

な
る
と
見
込
ん
で
い
ま

す
。

１１
、、
主主
なな
介介
護護
給給
付付
等等
対対
象象
ササ
ーー

ビビ
スス
のの
確確
保保
のの
たた
めめ
のの
方方
策策
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●●
民
間
事
業
者
間
の
連
携
体
制

と
そ
の
支
援

連
携
体
制
が
確
保
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
機

関
相
互
の
連
絡
調
整
（
ケ
ア
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
）
を
円
滑
に
行

う
た
め
に
も
不
可
欠
で
す
。

そ
こ
で
区
は
、
事
業
者
連
絡

会
を
定
期
的
に
開
催
し
た
り
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
よ
る
各
種
情
報
の
提
供
等

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
事
業
者

間
の
連
携
体
制
の
強
化
を
支
援

し
ま
す
。

●●
ケ
ア
２４
、
さ
ん
あ
い
公
社
、

区
社
会
福
祉
協
議
会
に
対
す

る
支
援
と
調
整

▽
ケ
ア
２４
（
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
）

区
の
公
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
機
関
の
中
核
と
し
て
、
相

談
、
申
請
受
付
、
要
介
護
認
定

調
査
の
一
部
を
行
う
と
と
も

に
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
と

し
て
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
作

成
の
事
務
を
行
い
ま
す
。

▽
さ
ん
あ
い
公
社

こ
れ
ま
で
多
様
な
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
き
ま
し
た

が
、
介
護
保
険
制
度
実
施
後
は

指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
お

よ
び
指
定
訪
問
介
護
事
業
者
と

し
て
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
作

成
事
業
お
よ
び
訪
問
介
護
事
業

を
行
う
予
定
で
す
。

▽
社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
に
係
る
長
年
の
経
験
や

活
動
実
績
を
有
す
る
の
で
、
高

齢
者
の
権
利
擁
護
と
い
う
視
点

か
ら
、
適
切
な
体
制
を
整
備
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
区
か
ら
委
託
さ
れ
て

い
る
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
今
ま
で
以

上
に
良
質
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

者
に
提
供
す
る
と
と
も
に
、
将

来
的
に
は
民
間
事
業
者
へ
の
移

管
も
視
野
に
入
れ
、
で
き
る
限

り
効
率
的
な
事
業
運
営
に
努
め

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

●●
地
域
の
関
係
団
体
と
の
連
携

体
制

区
は
、各
団
体
代
表
者
の（
仮

称
）
介
護
保
険
運
営
協
議
会
へ

の
参
加
、
関
係
団
体
連
絡
会
の

開
催
等
を
通
じ
て
、
情
報
提
供

を
積
極
的
に
行
う
と
と
も
に
関

係
団
体
の
意
見
を
聴
き
、
事
業

に
反
映
さ
せ
る
こ
と
で
、
相
互

の
信
頼
関
係
の
も
と
、
連
携
体

制
を
確
立
さ
せ
ま
す
。

●●

保
健
福
祉
事
業

保
健
福
祉
事
業
は
、
介
護
者

等
へ
の
支
援
事
業
お
よ
び
要
介

護
状
態
に
な
る
こ
と
を
予
防
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
区
が

条
例
で
規
定
し
、
実
施
す
る
事

業
で
す
。

区
で
は
、
保
健
福
祉
事
業
と

し
て
「
高
額
介
護
費
用
等
貸
付

事
業
」
を
行
い
ま
す
。

●●
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

良
質
な
サ
ー
ビ
ス
を
確
保
す

る
た
め
に
は
、
福
祉
人
材
の
養

成
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
民
間

事
業
者
の
競
争
に
よ
る
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
待
つ
だ
け
で
な

く
、
指
導
・
助
言
や
情
報
提
供

な
ど
を
的
確
に
行
い
、
良
質
な

サ
ー
ビ
ス
を
確
保
し
て
い
き
ま

す
。

▽
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
（
介

護
支
援
専
門
員
）
の
質
の
向

上介
護
支
援
専
門
員
は
、
サ
ー

ビ
ス
提
供
の
要
で
あ
り
、
専
門

的
な
知
識
や
技
術
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

事
業
者
連
絡
会
で
の
各
種
情

報
提
供
以
外
に
、
介
護
支
援
専

門
員
個
々
の
知
識
や
技
術
の
向

上
の
た
め
、
区
独
自
の
研
修
や

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
発
行
等
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

▽
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
の

質
の
向
上

在
宅
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
た
め
に
は
、
福
祉
人
材

の
確
保
が
重
要
で
す
。

在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
の

中
心
で
あ
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

の
養
成
に
際
し
て
は
、
在
宅
サ

ー
ビ
ス
に
お
け
る
保
健
と
福
祉

の
職
種
間
で
の
十
分
な
役
割
分

担
と
連
携
を
踏
ま
え
た
協
働
関

係
が
確
立
さ
れ
る
よ
う
な
配

慮
、
ま
た
、
利
用
者
本
位
の
考

え
方
、
職
業
へ
の
高
い
倫
理
性

や
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
尊

重
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
に
心

が
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

事
業
者
連
絡
会
は
、
区
と
事

業
者
、
事
業
者
相
互
の
連
携
の

強
化
、
苦
情
処
理
の
対
応
な

ど
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を

目
的
と
し
て
今
後
も
引
き
続
き

開
催
し
、
指
導
・
助
言
や
情
報

提
供
な
ど
に
努
め
ま
す
。

●●
相
談
、
情
報
提
供
、
広
報
体

制
等
の
整
備

▽
相

談

高
齢
者
に
対
す
る
相
談
は
、

区
役
所
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
区
窓
口
を
始
め
、

民
生
・
児
童
委
員
、
ま
ち
か
ど

介
護
相
談
薬
局
な
ど
、
多
く
の

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
対
応
し
て
い
ま

す
。
今
後
、
区
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
果
た
す
べ
き

役
割
を
一
層
重
視
し
つ
つ
、
連

携
を
強
化
し
、
高
齢
者
の
相
談

に
よ
り
適
切
に
対
応
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

�
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

介
護
保
険
制
度
を
始
め
と
す

る
高
齢
者
福
祉
全
般
の
総
合
的

な
相
談
や
関
係
機
関
と
の
連
絡

調
整
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
在

宅
要
援
護
高
齢
者
の
自
立
支
援

と
要
介
護
状
態
の
予
防
や
悪
化

防
止
に
努
め
ま
す
。
特
に
、
申

請
や
相
談
行
為
に
至
る
こ
と
が

困
難
な
高
齢
者
に
対
し
て
は
、

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
や
施
策
を
活

用
で
き
る
よ
う
に
専
門
的
に
援

助
し
て
い
き
ま
す
。

�
民
生
・
児
童
委
員

介
護
保
険
制
度
施
行
後
は
高

齢
者
福
祉
、
地
域
福
祉
の
推
進

の
た
め
一
層
重
要
な
役
割
を
担

う
こ
と
と
な
り
、
高
齢
者
の

日
々
の
生
活
に
密
着
し
た
き
め

細
か
な
相
談
援
助
活
動
の
推
進

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

�
ま
ち
か
ど
介
護
相
談
薬
局

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高

齢
者
の
み
の
世
帯
に
と
っ
て
、

買
い
物
の
途
中
な
ど
に
気
軽
に

立
ち
寄
っ
て
相
談
が
で
き
る
身

近
な
場
所
で
あ
る
の
で
、
今

後
、
区
の
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
紹
介
な
ど
の
情
報
提
供
に
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
情
報
提
供

窓
口
等
で
直
接
口
頭
に
よ
り

説
明
す
る
こ
と
が
、
最
も
わ
か

り
や
す
く
基
本
に
な
り
ま
す

が
、
よ
り
広
く
区
民
に
情
報
を

提
供
す
る
手
段
と
し
て
は
、
図

示
等
で
内
容
を
わ
か
り
や
す
く

説
明
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

な
ど
の
作
成
が
有
効
で
す
。
ま

た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
す
。

事
業
者
の
行
う
情
報
提
供
も

重
要
で
す
。

介
護
保
険
制
度
開
始
後
は
、

利
用
者
が
自
分
で
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
を
選
択
し
、
直
接
サ
ー
ビ

ス
提
供
事
業
者
と
契
約
を
行
い

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
契
約
の
前
に
は
、
十

分
な
説
明
な
ど
の
情
報
提
供
が

な
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。ま

た
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
中
に

お
い
て
も
、
提
供
さ
れ
て
い
る

サ
ー
ビ
ス
に
係
る
情
報
提
供
に

努
め
る
こ
と
で
、
ト
ラ
ブ
ル
の

予
防
や
ト
ラ
ブ
ル
発
生
時
の
適

切
な
対
応
に
資
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

▽
広
報
体
制

介
護
保
険
制
度
に
お
い
て

は
、
常
に
最
新
の
情
報
提
供
を

行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

の
更
新
、
維
持
管
理
を
定
期
的

に
行
う
と
と
も
に
、
窓
口
や
第

一
線
機
関
の
職
員
、
民
間
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
が
的
確
に
相
談
対

応
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る

た
め
、
保
健
・
福
祉
・
介
護
サ

ー
ビ
ス
情
報
等
の
提
供
を
随
時

行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
利
用
者

に
対
し
て
も
、
契
約
上
知
っ
て

お
く
べ
き
こ
と
を
伝
え
る
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
利

用
の
際
に
参
考
と
な
る
「
利
用

者
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
し

ま
す
。

介
護
保
険
制
度
を
よ
り
よ
い

も
の
に
す
る
た
め
に
は
、
適
切

な
情
報
提
供
に
努
め
る
と
と
も

に
、
区
民
の
声
を
一
つ
一
つ
反

映
で
き
る
よ
う
に
、
意
見
・
要

望
を
述
べ
や
す
い
工
夫
が
必
要

で
す
。
そ
れ
ら
を
通
じ
て
区
民

の
声
を
制
度
に
反
映
さ
せ
て
い

き
ま
す
。

▽
苦
情
処
理

介
護
保
険
制
度
に
係
る
苦
情

処
理
の
仕
組
み
と
し
て
は
、
審

査
請
求
な
ど
、
法
定
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
区
民
に
最
も
身
近
な

存
在
で
あ
り
、
保
険
者
で
も
あ

る
区
が
、
ま
ず
対
応
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
サ
ー

ビ
ス
に
対
す
る
苦
情
な
ど
、
区

だ
け
で
対
応
す
る
こ
と
の
難
し

い
も
の
に
つ
い
て
は
、
ケ
ア
プ

ラ
ン
を
作
成
し
た
介
護
支
援
専

門
員
や
事
業
者
等
に
よ
る
対
応

も
必
要
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
各
相
談
窓
口
等
と

地
域
に
あ
る
様
々
な
福
祉
関
係

機
関
や
消
費
者
保
護
の
専
門
機

関
が
一
体
と
な
っ
て
解
決
に
あ

た
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

連
携
体
制
の
確
立
に
努
め
ま

す
。
各
相
談
窓
口
や
相
談
機

関
、
事
業
者
な
ど
が
苦
情
や
意

見
を
的
確
に
把
握
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
原
因
や
問
題
点
を
明

ら
か
に
し
、
こ
れ
ら
を
集
約
し

た
も
の
を
（
仮
称
）
介
護
保
険

運
営
協
議
会
に
報
告
し
、
第
三

者
的
立
場
か
ら
さ
ら
に
分
析
を

加
え
、
苦
情
の
再
発
防
止
等
の

予
防
対
策
を
講
じ
て
い
き
ま

す
。

●●
区
内
部
で
の
関
係
部
門
と
の

連
携
体
制

「
高
齢
者
の
自
立
支
援
」
の

た
め
に
は
、
介
護
保
険
事
業
の

ほ
か
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
が
総
合

的
に
提
供
さ
れ
る
こ
と
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
区
の
高
齢
者
に
関

わ
り
を
持
つ
す
べ
て
の
部
門
の

連
携
を
強
化
し
、
高
齢
者
が
安

心
し
て
い
つ
ま
で
も
暮
ら
し
続

け
る
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
を
構

築
し
て
い
き
ま
す
。

３３
、、
介介
護護
保保
険険
事事
業業
者者
間間
のの
連連
携携
のの
確確
保保
にに
関関
すす
るる
事事
項項

そそ
のの
他他
介介
護護
給給
付付
等等
対対
象象
ササ
ーー
ビビ
スス
のの
円円
滑滑
なな
提提
供供

をを
図図
るる
たた
めめ
のの
事事
業業
にに
関関
すす
るる
事事
項項

４４
、、
介介
護護
保保
険険
事事
業業
にに
係係
るる
保保
険険
給給
付付
のの
円円
滑滑
なな
実実
施施
をを

図図
るる
たた
めめ
にに
区区
がが
必必
要要
とと
認認
めめ
るる
事事
項項
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介
護
保
険
制
度
が
始
ま
る
ま

で
あ
と
半
年
と
な
り
ま
し
た
。

制
度
開
始
と
同
時
に
、
被
保
険

者
の
方
々
に
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

が
行
わ
れ
る
よ
う
、
１０
月
１
日

か
ら
区
内
一
一
カ
所
（
表
１
）

で
、
要
介
護
認
定
の
申
請
受
付

を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
近
く
の

窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

要
介
護
認
定
は
、
介
護
保
険

の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め

に
必
要
な
手
続
き
で
す
。
現

在
、
区
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
て
い

る
方
も
、
改
め
て
こ
の
申
請
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
申
請
を
し

な
い
と
１２
年
４
月
か
ら
サ
ー
ビ

ス
が
利
用
で
き
な
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

申
請
か
ら
サ
ー
ビ
ス
利
用
ま

で
の
流
れ
は
次
の
よ
う
に
な
り

ま
す
。（
表
２
）

�
申
請
に
必
要
な
も
の

◇
第
一
号
被
保
険
者
（
６５
歳
以

上
の
方
）

・
「
介
護
保
険
被
保
険
者
該
当

の
お
知
ら
せ
」（
９
月
末
に
送

付
）

・
か
か
っ
て
い
る
医
療
機
関
名

や
主
治
医
名
が
わ
か
る
も
の

（
診
察
券
、
レ
シ
ー
ト
な
ど
）

◇
第
二
号
被
保
険
者
（
４０
歳
以

上
６５
歳
未
満
の
方
）
で
一
五
特

定
疾
病
（
表
３
）
に
該
当
さ
れ

る
方

・
医
療
保
険
の
被
保
険
者
証

・
か
か
っ
て
い
る
医
療
機
関
名

や
主
治
医
名
が
わ
か
る
も
の

（
診
察
券
、
レ
シ
ー
ト
な
ど
）

〈表３�特定疾病一覧〉

い

�

筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症

じ
ん

�

後
縦
靱
帯
骨
化
症
し
ょ
う

�

骨
折
を
伴
う
骨
粗
鬆
症

�

シ
ャ
イ
・
ド
レ
ー
ガ
ー
症
候
群

�

初
老
期
に
お
け
る
痴
呆

せ
き

�

脊
髄
小
脳
変
性
症

せ
き

さ
く

�

脊
柱
管
狭
窄
症

�

早
老
症

じ
ん

�

糖
尿
病
性
神
経
障
害
、糖
尿
病
性
腎
症
、

糖
尿
病
性
網
膜
症

	

脳
血
管
疾
患




パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

そ
く

�

閉
塞
性
動
脈
硬
化
症

�

慢
性
関
節
リ
ウ
マ
チ

そ
く



慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患

し
つ

こ

�

両
側
の
膝
関
節
ま
た
は
股
関
節
に
著
し

い
変
形
を
伴
う
変
形
性
関
節
症

こ
の
事
業
計
画
素
案
の
内
容
に
つ
い

て
、
左
表
の
と
お
り
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。
多
く
の
区
民
の
皆
様
に
ご
理
解
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
ご
意
見
・
要
望
を
お
伺

い
し
、
よ
り
良
い
介
護
保
険
事
業
計
画
を

策
定
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

出
席
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
直
接
会
場
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。
お
車
で
の
来
場
は
ご

遠
慮
願
い
ま
す
。

ま
た
、土
曜
・
日
曜
・
祝
日
、夜
間
の
説
明

会
場
で
は
、
介
護
保
険
に
関
す
る
相
談
窓

口
を
開
設
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

要
介
護
認
定
の
申
請
が

１０
月
１
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た

介護保険事業計画素案住民説明会を行います

�
現
在
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
方
も

忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
�
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